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指定を解除する 
形質変更時要届出区域 
単位区画（10ｍ格子） 

30ｍ格子 

筆の境界線 

調査対象地 

統合区画 

凡例 ＜起点＞ 
起点は，岩沼市空港南四丁目 1 番 9 の最

北端とする。 
＜格子の回転角度＞１８°４４′５０″ 

格子の回転角度は，起点を通り，東⻄⽅向
及び南北⽅向に引いた線並びにこれらと平
行して１０ｍ間隔で引いた線により形成さ
れている格子を，起点を支点として右回り
に回転させた角度を示す。 
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す
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す
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障
害
福
祉
サ
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事
業
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し
て
次
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お
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指
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し
た
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で
、
同
法
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五
十
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よ
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す
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四
一
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五
九
五

あ
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る
ぷ
ら
す
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巻
市
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前
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通
り
二

丁
目
十
二
番
十
七
号

就
労
継
続
支
援
Ｂ

型

株
式
会
社
ア
ッ

プ
ル
フ
ァ
ー
ム

令
和
三
年
十
月

一
日

〇
宮
城
県
告
示
第
七
百
五
十
六
号

　

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第

二
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
と
し
て
次
の
と
お
り
指
定
し
た
の
で
、
同
法
第
五
十

一
条
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。
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三
年
十
月
十
五
日

�

宮
城
県
知
事　
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井　
　

嘉　
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事
業
所
番
号

事
業
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称
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び
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在
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指
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障
害
福
祉
サ�

ー
ビ
ス
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種
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設
置
者
名

指
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年
月
日
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四
一
〇
七
〇
〇
六
三
七

Ｈ
Ｅ
Ｌ
Ｌ
Ｏ
Ｓ
名
取（
Ｂ

型
）
名
取
市
手
倉
田
字
諏
訪

五
三
二
番
地
一　

ラ
ス

テ
ィ
コ
ー
ト
名
取
１
Ｆ

就
労
継
続
支
援
Ｂ

型

一
般
社
団
法
人

Ｈ
Ｅ
Ｌ
Ｌ
Ｏ
Ｓ

令
和
三
年
十
月

一
日

〇
宮
城
県
告
示
第
七
百
五
十
七
号

　

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第

二
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
と
し
て
次
の
と
お
り
指
定
し
た
の
で
、
同
法
第
五
十

一
条
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

　
　

令
和
三
年
十
月
十
五
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

事
業
所
番
号

事
業
所
の
名
称
及
び

所
在
地　
　
　
　
　

指
定
障
害
福
祉
サ�

ー
ビ
ス
の
種
類　

設
置
者
名

指
定
年
月
日

〇
四
一
一
二
〇
〇
七
四
四

登
米
鱒
淵
事
業
所　

呼

人
里

登
米
市
東
和
町
米
川
字

小
山
下
十
四
番
地

就
労
継
続
支
援
Ｂ

型

特
定
非
営
利
活

動
法
人
ワ
ー
カ

ー
ズ
コ
ー
プ

令
和
三
年
十
月

一
日

〇
宮
城
県
告
示
第
七
百
五
十
八
号

　

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第

二
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
と
し
て
次
の
と
お
り
指
定
し
た
の
で
、
同
法
第
五
十

一
条
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

　
　

令
和
三
年
十
月
十
五
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

事
業
所
番
号

事
業
所
の
名
称
及
び

所
在
地　
　
　
　
　

指
定
障
害
福
祉
サ�

ー
ビ
ス
の
種
類　

設
置
者
名

指
定
年
月
日

〇
四
一
〇
三
〇
〇
三
九
六

に
じ
い
ろ
居
宅
介
護

塩
竈
市
玉
川
三
丁
目
八

番
六
号

居
宅
介
護

重
度
訪
問
介
護

株
式
会
社
メ
デ

ィ
カ
ル
・
サ
イ

ド
ポ
ー
ト

令
和
三
年
十
月

一
日

〇
四
一
〇
二
一
〇
六
六
〇

短
期
入
所
事
業
所
あ
じ

さ
い
館

石
巻
市
水
押
二
丁
目
一

番
三
六
号

短
期
入
所

社
会
福
祉
法
人

夢
み
の
里

令
和
三
年
十
月

一
日

〇
四
二
〇
二
一
〇
五
〇
二

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
Ｒ
Ａ

Ｓ
Ｉ
Ｅ
Ｌ
石
巻

石
巻
市
穀
町
十
番
四
五

号

共
同
生
活
援
助

株
式
会
社
ラ
シ

エ
ル

令
和
三
年
十
月

一
日

〇
四
一
〇
二
一
〇
六
七
八

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
Ｒ
Ａ

Ｓ
Ｉ
Ｅ
Ｌ
石
巻

石
巻
市
穀
町
十
番
四
五

号

短
期
入
所

株
式
会
社
ラ
シ

エ
ル

令
和
三
年
十
月

一
日

〇
宮
城
県
告
示
第
七
百
五
十
九
号

　

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第

四
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
か
ら
次
の
と
お
り
事
業
を
廃
止
す
る
旨
届
出
が

あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
五
十
一
条
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

　
　

令
和
三
年
十
月
十
五
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

事
業
所
番
号

事
業
所
の
名
称
及
び

所
在
地　
　
　
　
　

廃
止
す
る
指
定
障
害�

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
種
類

設
置
者
名

廃
止
年
月
日

〇
四
一
〇
二
一
〇
五
六
一

ホ
ー
ム
ケ
ア
土
屋
東
北

石
巻
市
千
石
町
二
丁
目

四
六
番

居
宅
介
護

重
度
訪
問
介
護

株
式
会
社
土
屋

令
和
三
年
九
月

三
十
日

〇
宮
城
県
告
示
第
七
百
六
十
号

　

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
八
十
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
県
営
土
地
改
良
事

業
高
屋
・
鳥
屋
崎
地
区
の
換
地
計
画
を
定
め
た
の
で
、
同
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
八
十
七
条
第
五
項
の

規
定
に
よ
り
関
係
書
類
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。

　

な
お
、
こ
の
換
地
計
画
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
と
き
は
、
同
法
第
八
十
九
条
の
二
第
四
項
で
準
用
す
る
同
法
第
八
十

七
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
縦
覧
期
間
満
了
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
十
五
日
以
内
に
宮
城
県
知
事
に
審
査
請
求
を

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
こ
の
換
地
計
画
に
つ
い
て
は
、
上
記
の
審
査
請
求
の
ほ
か
、
こ
の
換
地
計
画
が
定
め
ら
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れ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
六
か
月
以
内
に
、
宮
城
県
を
被
告
と
し
て
、
仙
台
地
方
裁
判
所
に
換
地

計
画
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

令
和
三
年
十
月
十
五
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

縦
覧
に
供
す
る
書
類
の
名
称

　
　

換
地
計
画
書
の
写
し

二　

縦
覧
期
間

　
　

令
和
三
年
十
月
十
八
日
か
ら
令
和
三
年
十
一
月
十
六
日
ま
で

三　

縦
覧
場
所

　
　

亘
理
町
役
場

〇
宮
城
県
告
示
第
七
百
六
十
一
号

　

平
成
十
五
年
宮
城
県
告
示
第
三
百
二
十
二
号
（
建
設
業
者
の
不
正
行
為
等
に
対
す
る
監
督
処
分
の
基
準
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
し
、
令
和
三
年
十
月
十
五
日
か
ら
施
行
し
、
同
日
以
後
に
不
正
行
為
等
が
行
わ
れ
た
も
の
か
ら
適
用

す
る
。

　
　

令
和
三
年
十
月
十
五
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　

第
二
号
１
中
「
発
展
」
を
「
発
達
」
に
改
め
る
。

　

第
二
号
２
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　

２　

監
督
処
分
の
対
象

　
　

㈠　

地
域

　
　
　

�　

監
督
処
分
は
、
地
域
を
限
定
せ
ず
に
行
う
こ
と
を
基
本
と
す
る
。
た
だ
し
、
営
業
停
止
処
分
を
行
う
場
合
に

お
い
て
、
不
正
行
為
等
が
地
域
的
に
限
定
さ
れ
当
該
地
域
の
担
当
部
門
の
み
で
処
理
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
な

場
合
は
、
必
要
に
応
じ
地
域
を
限
っ
て
処
分
を
行
う
こ
と
と
す
る
。
な
お
、
役
員
等
が
不
正
行
為
等
を
行
っ
た

と
き
は
、
代
表
権
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
地
域
を
限
っ
た
処
分
は
行
わ
な
い
。

　
　

㈡　

業
種

　
　
　

�　

監
督
処
分
は
、
業
種
を
限
定
せ
ず
に
行
う
こ
と
を
基
本
と
す
る
。
た
だ
し
、
営
業
停
止
処
分
を
行
う
場
合
に

お
い
て
、
不
正
行
為
等
が
他
と
区
別
さ
れ
た
特
定
の
工
事
の
種
別
（
土
木
、
建
築
等
）
に
係
る
部
門
の
み
で
発

生
し
た
こ
と
が
明
ら
か
な
と
き
は
、
必
要
に
応
じ
当
該
工
事
の
種
別
に
応
じ
た
業
種
に
つ
い
て
処
分
を
行
う
こ

と
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
不
正
行
為
等
に
関
連
す
る
業
種
に
つ
い
て
一
括
し
て
処
分
を
行
う
こ
と

と
し
、
原
則
と
し
て
許
可
業
種
ご
と
に
細
分
化
し
た
処
分
は
行
わ
な
い
。

　
　

㈢　

請
負
契
約
に
関
す
る
不
正
行
為
等
に
対
す
る
営
業
停
止
処
分

　
　
　

�　

建
設
工
事
の
請
負
契
約
に
関
す
る
不
正
行
為
等
に
対
す
る
営
業
停
止
処
分
は
、
公
共
工
事
（
国
、
地
方
公
共

団
体
、
法
人
税
法
（
昭
和
四
十
年
法
律
第
三
十
四
号
）
別
表
第
一
に
掲
げ
る
公
共
法
人
（
地
方
公
共
団
体
を
除

く
。）
又
は
建
設
業
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
四
年
建
設
省
令
第
十
四
号
）
第
十
八
条
に
規
定
す
る
法
人
が
発

注
者
で
あ
る
建
設
工
事
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
の
請
負
契
約
（
当
該
公
共
工
事
に
つ
い
て
下
請
契
約
が
締
結

さ
れ
て
い
る
場
合
に
お
け
る
各
下
請
契
約
を
含
む
。）
に
関
し
て
不
正
行
為
等
を
行
っ
た
場
合
は
そ
の
営
業
の

う
ち
公
共
工
事
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
、
そ
れ
以
外
の
工
事
の
請
負
契
約
に
関
し
て
不
正
行
為
等
を
行
っ
た
場

合
は
そ
の
営
業
の
う
ち
公
共
工
事
以
外
の
工
事
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
行
う
も
の
と
す
る
。

　

第
二
号
３
㈢
及
び
㈣
中
「
が
で
き
る
も
の
と
す
る
」
を
「
と
す
る
」
に
改
め
る
。

　

第
二
号
４
中
「
軽
減
」
を
「
減
軽
」
に
改
め
る
。

　

第
三
号
１
㈠
中
「
三
２
の
具
体
的
基
準
に
お
い
て
、
他
法
令
違
反
に
よ
り
刑
に
処
せ
ら
れ
た
場
合
、
排
除
措
置
命
令

等
の
確
定
が
あ
っ
た
場
合
等
客
観
的
事
実
を
も
っ
て
監
督
処
分
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
場
合
を
除
き
、」
を
「
当
該
」

に
改
め
る
。

　

第
三
号
１
㈡
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　
　

㈡　

㈠
以
外
の
不
正
行
為
等
が
あ
っ
た
場
合

　
　
　

⑴�　

建
設
業
法
の
規
定
（
第
十
九
条
の
三
、
第
十
九
条
の
四
、
第
十
九
条
の
五
、
第
二
十
四
条
の
三
第
一
項
、

第
二
十
四
条
の
四
、
第
二
十
四
条
の
五
並
び
に
第
二
十
四
条
の
六
第
三
項
及
び
第
四
項
を
除
き
、
公
共
工
事

の
入
札
及
び
契
約
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第
百
二
十
七
号
。
以
下
「
入
札
契
約
適
正

化
法
」
と
い
う
。）
第
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
第
二
十
四
条
の
八
第
一
項
、

第
二
項
及
び
第
四
項
を
含
む
。）、
入
札
契
約
適
正
化
法
第
十
五
条
第
二
項
若
し
く
は
第
三
項
の
規
定
又
は
特

定
住
宅
瑕
疵
担
保
責
任
の
履
行
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
九
年
法
律
第
六
十
六
号
。
以
下
「
履
行

確
保
法
」
と
い
う
。）
第
三
条
第
六
項
、
第
四
条
第
一
項
、
第
七
条
第
二
項
、
第
八
条
第
一
項
若
し
く
は
第

二
項
若
し
く
は
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
違
反
す
る
行
為
を
行
っ
た
と
き　
　
　

　
　
　
　

�　

指
示
処
分
を
行
う
こ
と
と
す
る
。
具
体
的
に
は
、
建
設
業
法
第
十
一
条
、
第
十
九
条
、
第
四
十
条
、
第
四

十
条
の
三
違
反
等
が
こ
れ
に
該
当
す
る
も
の
と
す
る
。

　
　
　

⑵　

建
設
業
法
第
十
九
条
の
五
の
規
定
に
違
反
す
る
行
為
を
行
っ
た
と
き

　
　
　
　

�　

注
文
者
が
建
設
業
者
で
あ
っ
て
、
通
常
必
要
と
認
め
ら
れ
る
期
間
に
比
べ
著
し
く
短
い
期
間
を
工
期
と
し

た
請
負
契
約
を
締
結
し
た
場
合
に
お
い
て
、
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
建
設
業
者
に
対
し

て
必
要
な
勧
告
を
行
う
こ
と
と
し
、
正
当
な
理
由
が
な
く
勧
告
に
従
わ
な
い
場
合
は
、
指
示
処
分
を
行
う
こ

と
と
す
る
。

　

第
三
号
２
㈠
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　
　

㈠　

公
衆
危
害
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�　

建
設
業
者
が
建
設
工
事
を
適
切
に
施
工
し
な
か
っ
た
た
め
に
、
公
衆
に
死
亡
者
又
は
三
人
以
上
の
負
傷
者
を

生
じ
さ
せ
た
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
役
職
員
が
業
務
上
過
失
致
死
傷
罪
等
の
刑
に
処
せ
ら
れ
た
場
合
で
、
公
衆
に

重
大
な
危
害
を
及
ぼ
し
た
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
七
日
以
上
の
営
業
停
止
処
分
を
行
う
こ
と
と
す
る
。
そ
れ

以
外
の
場
合
で
あ
っ
て
、
危
害
の
程
度
が
軽
微
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
に
お
い
て
は
、
指
示
処
分
を
行
う

こ
と
と
す
る
。

　
　
　

�　

ま
た
、
建
設
業
者
が
建
設
工
事
を
適
切
に
施
工
し
な
か
っ
た
た
め
に
公
衆
に
危
害
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
大
で

あ
る
と
き
は
、
直
ち
に
危
害
を
防
止
す
る
措
置
を
行
う
よ
う
勧
告
を
行
う
こ
と
と
し
、
必
要
に
応
じ
、
指
示
処

分
を
行
う
こ
と
と
す
る
。
指
示
処
分
に
従
わ
な
い
場
合
は
、
機
動
的
に
営
業
停
止
処
分
を
行
う
こ
と
と
す
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
営
業
停
止
の
期
間
は
、
七
日
以
上
と
す
る
。

　
　
　

�　

な
お
、
違
反
行
為
が
建
設
資
材
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
必
要
に
応
じ
、
指
示
処

分
を
行
う
こ
と
と
す
る
。

　

第
三
号
２
㈡
中
「
刑
法
」
の
下
に
「（
明
治
四
十
年
法
律
第
四
十
五
号
）」
を
加
え
、「
独
占
禁
止
法
」
を
「
私
的
独

占
の
禁
止
及
び
公
正
取
引
の
確
保
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
五
十
四
号
。
以
下
「
独
占
禁
止
法
」
と
い

う
。）」
に
改
め
、「（
建
設
業
法
第
二
十
八
条
第
一
項
）」
を
削
り
、
同
号
２
㈡
⑵
中
「（
以
下
単
に
「
使
用
人
」」
を
「（
以

下
「
政
令
で
定
め
る
使
用
人
」」
に
改
め
、
同
号
２
㈡
⑶
中
「
に
お
い
て
、
刑
に
処
せ
ら
れ
た
場
合
」
を
削
る
。

　

第
三
号
２
㈢
中
「（
建
設
業
法
第
二
十
八
条
第
一
項
第
二
号
）」
を
削
り
、
同
号
２
㈢
⑴
中
「
虚
偽
申
請
等
」
を
「
虚

偽
申
請
」
に
改
め
、
同
号
２
㈢
⑵
た
だ
し
書
中
「
た
だ
し
、」
の
下
に
「
技
術
検
定
の
受
検
又
は
監
理
技
術
者
資
格
者

証
の
交
付
申
請
に
際
し
虚
偽
の
実
務
経
験
の
証
明
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
不
正
に
資
格
又
は
監
理
技
術
者
資
格
者
証

を
取
得
し
た
者
を
主
任
技
術
者
又
は
監
理
技
術
者
と
し
て
工
事
現
場
に
置
い
て
い
た
場
合
に
は
、
三
十
日
以
上
の
営
業

停
止
処
分
を
行
う
こ
と
と
す
る
。
ま
た
、」
を
加
え
、「
第
二
十
六
条
の
三
第
六
項
第
二
号
」
を
「
第
二
十
六
条
の
三
第

七
項
第
二
号
」
に
改
め
、
同
号
２
㈢
⑶
中
「
七
日
」
を
「
十
五
日
」
に
改
め
、
同
号
２
㈢
⑶
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え

る
。

　

�　

た
だ
し
、
低
入
札
価
格
調
査
が
行
わ
れ
た
工
事
で
あ
る
場
合
に
は
、
三
十
日
以
上
の
営
業
停
止
処
分
を
行
う
こ
と

と
す
る
。

　

第
三
号
２
㈢
⑷
中
「
を
作
成
し
て
い
な
か
っ
た
」
を
「
の
作
成
を
怠
っ
た
」
に
、「
を
作
成
し
た
」
を
「
の
作
成
を
行
っ

た
」
に
改
め
る
。

　

第
三
号
２
㈣
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　
　

㈣　

建
設
工
事
の
施
工
等
に
関
す
る
他
法
令
違
反

　
　
　

�　

他
法
令
違
反
の
例
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
監
督
処
分
に
当
た
っ
て
は
、
他
法
令
違
反
の
確
認
と
併
せ
て
、

当
該
違
反
行
為
の
内
容
・
程
度
、
建
設
業
の
営
業
と
の
関
連
等
を
総
合
的
に
勘
案
し
、
建
設
業
者
と
し
て
不
適

当
で
あ
る
か
否
か
の
認
定
を
行
う
こ
と
と
す
る
。

　
　
　

�　

な
お
、
法
人
に
係
る
他
法
令
違
反
に
つ
い
て
は
、
役
員
等
若
し
く
は
政
令
で
定
め
る
使
用
人
又
は
法
人
自
体

に
他
法
令
違
反
が
認
め
ら
れ
る
場
合
に
監
督
処
分
を
行
う
こ
と
と
す
る
。

　

第
三
号
２
㈣
⑴
中
「
の
刑
に
処
せ
ら
れ
た
場
合
は
」
を
「
の
刑
に
処
せ
ら
れ
た
場
合
で
、
特
に
重
大
な
事
故
を
生
じ

さ
せ
た
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
」
に
改
め
、
同
号
２
㈣
⑵
イ
イ
中
「
使
用
人
」
を
「
政
令
で
定
め
る
使
用
人
」
に
改

め
、
同
号
２
㈣
⑵
イ
ハ
中
「
係
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
」
を
「
起
因
す
る
も
の
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
」

に
改
め
、
同
号
２
㈣
⑵
ロ
及
び
ハ
中
「
使
用
人
」
を
「
政
令
で
定
め
る
使
用
人
」
に
改
め
、
同
号
２
㈣
⑵
に
次
の
よ
う

に
加
え
る
。

　
　
　
　

ニ　

賃
貸
住
宅
の
管
理
業
務
等
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
令
和
二
年
法
律
第
六
十
号
）
違
反

　
　
　
　
　

イ�　

役
員
等
又
は
政
令
で
定
め
る
使
用
人
が
懲
役
刑
に
処
せ
ら
れ
た
場
合
は
七
日
以
上
、
そ
れ
以
外
の
場

合
で
役
職
員
が
刑
に
処
せ
ら
れ
た
と
き
は
三
日
以
上
の
営
業
停
止
処
分
を
行
う
こ
と
と
す
る
。

　
　
　
　
　

ロ�　

賃
貸
住
宅
の
管
理
業
務
等
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
第
三
十
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
指
示
処
分
を

受
け
た
場
合
は
、
指
示
処
分
を
行
う
こ
と
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　

�　

ま
た
、
同
法
第
三
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
特
定
賃
貸
借
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
勧
誘
を
行

う
こ
と
を
停
止
す
べ
き
命
令
を
受
け
た
場
合
は
、
三
日
以
上
の
営
業
停
止
処
分
を
行
う
こ
と
と
す
る
。

　

第
三
号
２
㈣
⑶
及
び
⑷
中
「
使
用
人
」
を
「
政
令
で
定
め
る
使
用
人
」
に
改
め
る
。

　

第
三
号
２
㈤
中
「（
建
設
業
法
第
二
十
八
条
第
一
項
第
四
号
）」
を
削
り
、
同
号
２
㈤
⑵
中
「
第
二
十
六
の
三
第
八
項
」

を
「
第
二
十
六
条
の
三
第
九
項
」
に
改
め
る
。

　

第
三
号
２
㈥
中
「（
建
設
業
法
第
二
十
八
条
第
一
項
第
五
号
）」
を
削
る
。

　

第
三
号
２
㈦
中
「（
建
設
業
法
第
二
十
八
条
第
一
項
第
六
号
）」
を
削
り
、
同
号
２
㈦
⑴
及
び
⑵
に
次
の
た
だ
し
書
を

加
え
る
。

　
　

た
だ
し
、
建
設
業
者
に
酌
量
す
べ
き
情
状
が
あ
る
と
き
は
、
必
要
な
減
軽
を
行
う
こ
と
と
す
る
。

　

第
三
号
２
㈧
中
「（
建
設
業
法
第
二
十
八
条
第
一
項
第
九
号
）」
を
削
る
。

〇
宮
城
県
告
示
第
七
百
六
十
二
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を

変
更
し
た
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
三
年
十
月
十
五
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
東
部
土
木

事
務
所
登
米
地
域
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

令
和
三
年
十
月
十
五
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

道
路
の
種
類　

一
般
国
道

二　

路　

線　

名　

三
九
八
号
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三　

道
路
の
区
域変　

更　

の　

区　

間

変
更
の

前　

後

敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）

敷
地
の
延
長

（
メ
ー
ト
ル
）

登
米
市
迫
町
佐
沼
字
新
大
瀬
五
番
一
地
先
か
ら

同
市
迫
町
佐
沼
字
新
大
瀬
一
四
九
番
一
地
先
ま
で

前
Ａ

一
五
・
八
～

�

一
六
・
九

�

三
〇
四
・
一

　

Ｂ

一
六
・
三
～

�

四
三
・
二

�

三
二
三
・
〇

後
Ａ

一
五
・
八
～

�

一
六
・
九

�

三
〇
四
・
一

　

Ｂ

一
六
・
三
～

�

四
三
・
二

�

三
五
五
・
〇

〇
宮
城
県
告
示
第
七
百
六
十
三
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を

変
更
し
た
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
三
年
十
月
十
五
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
東
部
土
木

事
務
所
登
米
地
域
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

令
和
三
年
十
月
十
五
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

道
路
の
種
類　

県
道

二　

路　

線　

名　

築
館
登
米
線

三　

道
路
の
区
域変　

更　

の　

区　

間

変
更
の

前　

後

敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）

敷
地
の
延
長

（
メ
ー
ト
ル
）

登
米
市
迫
町
佐
沼
字
新
大
瀬
一
五
七
番
一
地
先
か

ら同
市
迫
町
佐
沼
字
新
大
瀬
六
番
五
地
先
ま
で

前
Ａ

一
五
・
八
～

�

一
六
・
九

�

三
〇
四
・
一

　

Ｂ

一
六
・
三
～

�

四
三
・
二

�

三
五
五
・
〇

後
Ａ

一
五
・
八
～

�

一
六
・
九

�

三
〇
四
・
一

　

Ｂ

一
六
・
三
～

�

四
三
・
二

�

三
五
五
・
〇

〇
宮
城
県
告
示
第
七
百
六
十
四
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
を

開
始
す
る
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
三
年
十
月
十
五
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
東
部
土
木

事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

令
和
三
年
十
月
十
五
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

道
路
の

種　

類

路　

線　

名

供　

用　

開　

始　

の　

区　

間

供
用
開
始
年
月
日

県

道

石
巻
鮎
川
線

石
巻
市
十
八
成
浜
大
嵐
山
四
番
一
二
二
地
先
か
ら

同
市
十
八
成
浜
太
田
山
国
有
林
五
一
六
林
班
わ
小
班
地
先

ま
で

令
和
三
年

�

十
月
二
十
日

〇
宮
城
県
告
示
第
七
百
六
十
五
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
を

開
始
す
る
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
三
年
十
月
十
五
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
東
部
土
木

事
務
所
登
米
地
域
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

令
和
三
年
十
月
十
五
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

道
路
の

種　

類

路　

線　

名

供　

用　

開　

始　

の　

区　

間

供
用
開
始
年
月
日

県

道

築
館
登
米
線

登
米
市
迫
町
佐
沼
字
新
大
瀬
一
五
七
番
一
地
先
か
ら

同
市
迫
町
佐
沼
字
新
大
瀬
六
番
五
地
先
ま
で

令
和
三
年

�

十
月
十
五
日

〇
宮
城
県
告
示
第
七
百
六
十
六
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
を

開
始
す
る
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
三
年
十
月
十
五
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
東
部
土
木

事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

令
和
三
年
十
月
十
五
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

道
路
の

種　

類

路　

線　

名

供　

用　

開　

始　

の　

区　

間

供
用
開
始
年
月
日

県

道

女
川
牡
鹿
線

牡
鹿
郡
女
川
町
高
白
浜
字
根
浜
無
番
地
先
か
ら

同
郡
同
町
高
白
浜
字
根
浜
二
三
番
二
地
先
ま
で

令
和
三
年

�

十
月
十
五
日
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〇
宮
城
県
告
示
第
七
百
六
十
七
号

　

仙
台
市
泉
土
地
改
良
区
の
定
款
変
更
に
つ
い
て
、
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
三
十
条

第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
令
和
三
年
十
月
五
日
認
可
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
認
可
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
六
か
月
以
内
に
宮
城
県
を
被
告
と
し
て
仙
台

地
方
裁
判
所
に
こ
の
認
可
に
対
す
る
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

令
和
三
年
十
月
十
五
日

�

宮
城
県
仙
台
地
方
振
興
事
務
所　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

所　

長　
　

冨　
　

田　
　

政　
　

則　
　
　

公

告

〇
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
し
た
次
の
開
発
区
域
（
工

区
）
に
係
る
開
発
行
為
は
、
そ
の
工
事
を
完
了
し
た
。

　
　

令
和
三
年
十
月
十
五
日

�
宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一�　

工
事
を
完
了
し
た
開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る

地
域
の
名
称

　

富
谷
市
ひ
よ
り
台
二
丁
目
三
十
九
番
七

二　

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名
（
名
称
）
　

愛
知
県
名
古
屋
市
東
区
泉
一
丁
目
二
十
三
番
二
十
二
号

�
ト
ヨ
タ
ホ
ー
ム
株
式
会
社　
　
　

　
　
　
　

�

　
　
　
　

〇
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
し
た
次
の
開
発
区
域
（
工

区
）
に
係
る
開
発
行
為
は
、
そ
の
工
事
を
完
了
し
た
。

　
　

令
和
三
年
十
月
十
五
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一�　

工
事
を
完
了
し
た
開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る

地
域
の
名
称

　

宮
城
郡
利
府
町
加
瀬
字
十
三
本
塚
百
十
九
番
九
、
百
十

九
番
二
十
八
、
百
十
九
番
二
十
九
、
百
十
九
番
三
十
、
百

十
九
番
三
十
一
、
百
十
九
番
三
十
二

二　

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名
（
名
称
）
　

仙
台
市
泉
区
将
監
十
丁
目
十
三
番
二－

二
号

�

株
式
会
社
学
仙
不
動
産　
　
　
　

教
育
委
員
会

〇
宮
城
県
教
育
委
員
会
告
示
第
十
五
号

　

県
費
負
担
教
職
員
の
任
免
、
分
限
及
び
懲
戒
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
三
十
一
年
宮
城
県
条
例
第
三
十
六
号
）
に
お
い

て
そ
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
職
員
の
分
限
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
二
十
六
年
宮
城
県
条
例
第
五
十
一
号
）
第
三
条

第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
職
員
の
分
限
処
分
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

　
　

令
和
三
年
十
月
十
五
日

�

宮
城
県
教
育
委
員
会　
　
　

一　

被
処
分
者

　
　

栗
原
市
立
若
柳
中
学
校
教
諭　

星　

佑
介

二　

処
分
内
容

　

�　

地
方
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十
一
号
）
第
二
十
八
条
第
一
項
第
一
号
及
び
県
費
負
担
教
職
員

の
任
免
、
分
限
及
び
懲
戒
に
関
す
る
条
例
の
規
定
に
よ
り
分
限
処
分
と
し
て
免
職
す
る
。
た
だ
し
、
令
和
三
年
十
月

三
十
日
付
け
で
こ
の
処
分
の
効
力
が
生
ず
る
も
の
と
す
る
。

三　

処
分
事
由

　
　

勤
務
実
績
不
良

四　

教
示

　

１�　

こ
の
処
分
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
と
き
は
、
令
和
三
年
十
月
三
十
日
か
ら
起
算
し
て
三
月
以
内
に
宮
城
県
人
事

委
員
会
に
対
し
て
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

２�　

こ
の
処
分
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
と
き
は
、
こ
の
処
分
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
の
裁
決
を
経
た
後
に
、
審
査
請

求
の
裁
決
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
以
内
に
宮
城
県
を
被
告
と
し
て
仙
台
地
方
裁

判
所
に
こ
の
処
分
に
つ
い
て
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、次
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、

審
査
請
求
の
裁
決
を
経
る
こ
と
な
く
、
こ
の
処
分
に
つ
い
て
の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

㈠　

審
査
請
求
を
し
た
日
か
ら
三
月
を
経
過
し
て
も
裁
決
が
な
い
と
き
。

　
　

㈡�　

処
分
、
処
分
の
執
行
又
は
手
続
の
続
行
に
よ
り
生
じ
る
著
し
い
損
害
を
避
け
る
た
め
緊
急
の
必
要
が
あ
る
と

き
。

　
　

㈢　

そ
の
他
裁
決
を
経
な
い
こ
と
に
つ
き
正
当
な
理
由
が
あ
る
と
き
。

正

誤

〇
宮
城
県
公
報
第
二
四
一
号
（
令
和
三
年
九
月
二
十
八
日
付
け
）
別
冊
中

ペ
ー
ジ

一

行一
三

正

警
察
職
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誤

警
察
職
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（9）　令和３年10月15日　金曜日 第246号宮　　城　　県　　公　　報
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